別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　　項：水産業費　　目：河川環境研究費
	事業名: 河川環境研究所県単試験調査費・国補試験調査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　河川環境研究所　資源増殖部　電話番号：0586-89-6351
　　　　　　　　　　　E-mail：box@fish.rd.pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：26,625千円（前年度予算額：24,790千円）
	事業内容


	１　事業の内容


当県各地域の水産業が抱える多様な課題に対して、機動的・即応的に対応するための下記の9課題の研究開発を実施する。
    　(1)　病害研究（H43-　）
    　　　　 ・　魚病の主要伝染病について、防疫対策、診断技術及び治療予防技術の技術開　　　　 発を行う。

    　(2)　養殖研究（H9-　）
  ・　マス類優良系統の保存とそれらの種卵の供給、養殖技術の改良を行う。
(3)　アマゴの優良種苗に関する研究（H20-25）
    　　・　回帰率の高いサツキマス増殖用の放流種苗を開発し、回帰率向上の検討

を行う。

(4)　渓流資源増大技術開発事業（H20-25）
    　　・　アマゴ天然魚との交配による放流効果の高いアマゴ種苗の開発を行う。
(5)　地域の状況を踏まえた効果的な増殖手法の開発事業（H22-24）
    　　・　アマゴなど渓流魚の主要な増殖方法である稚魚放流の効果について、野生
魚と残存性を比較し、発眼卵埋設についても稚魚放流との残存性も比較を　行う。

    　(6)　新  ナマズ養殖の実用化研究（H24-26）
    　　・　ナマズ養殖の普及に向けた実用化権を行う。
(7)　新  冷水病に強いアユ種苗の開発・実用化研究（H24-26）
    　　・　冷水病に強いアユ種苗の活用による冷水病被害の軽減技術の開発を行う。

(8)　新  天然アユ遡上数予測式を活用した放流プログラムの開発とその効果の検証（H24-26）
    　　・　天然アユを考慮した効率的な放流技術の開発を行う。

・　共同研究機関：愛知県水産試験場、三重県水産研究所、豊田市矢作川研究所、広島大学、東京大学等
(9)　新 カジカ養殖の効率化を求めた専用飼料の開発研究（H24-26）
  ・　カジカ養殖に適した専用飼料の開発を行う。

・　共同研究機関：滋賀県立大学、水産総合研究センター、滋賀県水産試験場、宮城県水産技術総合センター、埼玉県農林総合研究センター
	２　所要経費


（1） 国補　２１，７４２千円（研究テーマ　２課題）
（2） 県単　　４，８８３千円（研究テーマ　７課題）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　新たな養殖魚種の開発や、河川での効果的な魚の放流方法の開発を通じて、水産業の活性化をめざす。
Ⅳ 美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
　　希少魚の保全を通じて、生物の多様性を守る。

	２　これまでの取組状況


県民ニーズを備えた課題について、「最小負担（県費）で、最大効果」を目指すとともに、外部資金の積極的な活用にも努め、実効性の高い成果を目指して取り組んできた。
	３　これまでの取組に対する評価


　これまで、種々の研究開発を通じて、新たな養殖魚種の開発や、河川に放流する魚の効果的な放流方法等を開発してきた。引き続き、県民のニーズに応じた研究開発を実施していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	24,790
	20,000
	0
	0
	314
	0
	3,900
	0
	576

	要求額
	26,625
	21,742
	0
	0
	64
	0
	2,600
	0
	2,219

	決定額
	26,625
	21,742
	0
	0
	64
	0
	2,600
	0
	2,219


